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仰
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反
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す
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［
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薄
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と
ろ
か
の

つ
ま
り
、

限
叫
叫
あ

る
物
心
川
波
刊
仰
の
…
門
」
戸
か
ら
い
L

亡
、
そ
の
物
」
を
司
的
物
と
を
止
め
る
こ
い
う
契
約
成
げ
時
の
勺
事
者
の
怠
ぷ
？
引
重
山
久
↑
〈
は
な
く
、

の
物
」

に
限
此
が
あ
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問
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え
ば
、
自
動
且
jr
版
完
芙
ア
f
V
げか
K
に
れ
た
の
新
百
五
台
テ
売
却
、
二
百
戸
波
予
ν
十
一
以
内
に
前
仰
い
情
不
能
の
故
防
が
判
明
、
ご
旬
、
こ
の

場
合
に
は

削
令
市
心
代
物
詩
ν
J
肯
定
主
に
ぷ
れ
ほ

K
は
V
に
代
物
清
水
で
き
L

る

rげ
さ
あ
る
」

℃
は
、
次
け
例
で
は
ど
う
だ
ろ
う
一
か
。
ー
ー

ド十＇ti子買が，；J；こおけ匂ツl

v
h
M
K
は
お
走
の
新
十
J

平
ム
コ
合
売
却
し
、
引
き
波
L
主
前
に
銃
一
昌
り
の
ぷ
土
人
に
ふ
る
事
故
で
司
的
物
が
大
波
し
に
。
こ
の
ζ

き

は
、
海
’
疋
物
売
買
に
お
け
る
い
判
的
物
心
｜
｜
べ
般
に
一
ウ
ム
W
I
l
l滅
失
ー
と
い
二
つ
典
引
お
な
ヘ
い
わ
ゆ
る
害
観
的
H

ず
で
工
的
人
に
乙
二
～
（
り
）
不

能
の
卓
例
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
小
前
に
」
っ
て
、
完
ム
丁
以
田
口
、
王
の
混
行
議
中
小
」
デ
ヌ
け
な
い
三
と
に
な
る
二
一
七
I
4
条
頃
一
－

第
二
七
百
条
第
一
事

給
付
J
U
債
指
名
に
こ
～
て

λ

二
M
f

め
る
か
立
百
十
、
て
心
人
仏
と
r

こ
γ

ハ
也
さ
あ
る
円
以
h

、「
r
M
権
有
三
給
汀
＼
山
町
一
1

司
令
パ

一
n
ザ

ω
こ
と
h
J
M

〈
凶
一

h

小ハ～

大
紋

ノt ;;; 
7 " 、明l

l止、.·~
l布、同

K 
k訟は
牝 V

校
才丁
－，七

"" ;1~ 
tト
ー＇
0い
に

ζご
し、

｝ 

γp 

る

し
に
v
h
r

つ
〈

A
M

川に）

一位
4ι

川
、
K
は
代
金
士
支
払
れ
な
ノ
て
ち
ょ

の
、
と
き
は
代
初
を
請
求
で
き
て

一I
土
川
三
桂
三
豆
い
一
人
被

滅
ι去一

L、

ノ、
条

一
項
削
況
は
」

き
は
代
物
、
町
訂
ふ
で
き
z叫
い

取
抗
が
あ
る
こ
は
い
え
什
波
L
を
L
一にい

一
一
空
一
心
責
任
は
枯
れ
ト
イ
こ
と
に
出
る
。
ど
ち
ら
か
〉
一
一
一
t
d
L
伸、

じっ
）υ 
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る
よ
冗
主

ιー
刀
が
、
そ
も
そ
も
引
波
し
を
し
ご
い
u

江
レ
売
、
ド
工
よ
り
や
る
べ
き
、
ア
こ
を
や
三
」
い
る
と
↓
口
え
司
令
y

ろ
う
か
ら
、
三
れ
は
JLf盾

、、

メ
可
考
え
れ
ば
、
こ
の
上
う
な
は
わd

物
滅
失
の
と
き
は
、
思
行
請
求
権
は
代
物
＝
清
水
紘
と

L

乃
L
b
l
小
九
、
ミ
、

i

v

刃

と
ム
下
張
す
る
お
れ
が
い

ι 
日川

て
存
続
ー
す
る

－
〈
再
門
戸

7
む
で
丸
山
ア
匂

K
ば
他
心
判
白
山
γ
の
給
付
ル
ペ
自
主
で
き
る

2
解
釈
せ
さ
る
を
符
zd
い、

減
仲
へ
の
出
人
「
」
に
代
物
託
不
作
守
口
定
す
ん
説
叩
ド
十
一
張
「
る
お
ば
、
同
じ
諭
川
出
が
佐
山
知
よ
口
ケ
も
妥
当
r
J
h
v

、
、
－
百
3

J

1

J

な
わ
い
り

e

例
え

、

ば
、
ピ
寸
J

J
ん
3
A
F
ω

泊
五
H

阪
ー
ペ
ピ
は
出
、
下
が
巴
的
物
を
u
E
v
t
J
有
臼
に
f

父付、
J

一

un｛印」
V

、
同
；
－
同
条
一
広
及
び
一
凶
一
一
会
二

項
－
、
持

λ

之
内
i

小九ずい叔
U
L
ム

じ
ι
一
－
き
は
、
時
？
此
あ
る
刊
的
物
の
引
泌
を
交
け
に
円
玉
川
町
」
心
一
品

C
T

ピドムト怯

2
2日
t

d

ると
l
l
l
代
物
ど
詰
ν
一
て
き
る
山

ぷ
勺
ド
対
1
v

て
、
注
区
山
小
v
t
投
に
で

J

IL 
メ子

q 

し
に
門
戸
ば
、
｜
｜
計
波
市
仁
は
危
治
は
買
、
ー
に
佐
川

ν
と
ム
汁
山
ノ
一
＼

八
条
削
主
｜
｜
民
主
は
代
金
UY
支
払
わ
な
戸
、
て
も
よ
い
一

当
一
段
）
が
代
物
色
請
求
J
q
J
F勺
W
L

ヱ
れ
で
は
「
矛
民
」
な
の
で
、
日
的
物
川
崎
宍
幻
し
？
も
、
医
行
4

一川求

μ

足
下
は
代
物
詩
wd
持－一

V

て
存
続
ナ
yu
一
）
ず
で
つ
乙
刀
し
、

や
は
い
り
、
、
の
前
述
に
は
吋
に
て
も
、
ど
れ
店
子
官
で
は
な
い
」
い
う
ち
忠
男
ト
J
U
J
u
－

4

b
J
P
L
ι
山

J

d

d

メ
＝

n

し
か
し

む
の
へ
羽
市
引
に

、υ哨μ

の
減
牛
へ

て
は
次
の
よ
う
な
現
得
川
γほ
れ
る
反
抗
川
、
肖
ハ
恒
山
一
が
日
ヘ
仲
間
さ
れ
こ
い
る

ν

つ
ま
り
、

一
ノ
ト
お
け
刊

4
t
z

r

b

z

f

l

b

 

他
方
f

誌
の
故
障
に
。
λ
y

代
物
約
山
刊
の
出
例
一
ー
二
じ
十
心
、
は
代

六
条
一
判
明
に
よ
っ
v

k

完
は
代
金
請
求
鮮
や
失
い
、

；吉
川j

dど
の権
事 公
例も
でち

＇］，三九
［ん

は央
小、 オフ
和j、な

宍 じぐ）

山 J」

寺台、
' ＇つ

こ
れ
ら
一
つ
の
事
例
ば
同
り
次
一
五
、
詳
酒
ざ
わ
る
も
の
で
は
な
い
c

第
二
り
事
例
よ

、

、

、

、

υ

に
怠
る
の
で
は
な
〈
、
申
に
川
れ
た
も
（

2
r
R
だ
け
な
の
で
あ
る
じ
そ
し
て
、

り川
4
v

、

反
論
に
！
仇
っ
て
、
リ
川
市
の
刊
は
抗
あ
る
け
羽
の
川
J

波
川
の
代
物
訂
ぶ
の
問
問
、
L
h
y
p
u
、
ド
的
初
滅
失
の
一
場
合
の
し
ハ
ケ
が
、

ぶ
の
に

y

川
引
の
説
得
ん

は
小
さ
L

ハh
A
r
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そ
れ
で
も

ζ
れ
に
け
し
て
は

次
の
よ
う
に
斗
反
論
手
れ
る
ι

つ
ま
れ
り

有
利
・
小
引
と
い
二
つ
正
は
叩
々
の
平
高
に
ょ
っ
と
異
な

る
の
だ
か
ら

放
叫
仰
の
事
例
の
よ
午
ー
で
の
ト
弓
が
不
利
だ
と
は
杭
に
一
μ
え
と
い
と
い
う
の
は
確
か
に
そ
う
立
あ
F

？
っ

Cコ

し
か
し

事
例
で
は
光
、
土
は
代
物
を
給
利
す
る
こ
と
に
よ
ヮ
て
代
金
主
ぷ
桧
と
や
、
わ
な
い
て
い
る
い
と

U21喜
一
る
し
、

H
4下
は
代
金
を
レ
人
払
い
つ

つ
代
物
給
付
を
よ
F
求
「
る
こ
と
も
で
き
る

J

に
も
7mで
か
わ
、
り
ず
、
大
破
、
り
事
例
て
は
売
、
一
主
に
も
買
主
に
、
h
z
の
よ
う
な
巡
択
肢
は
認
め

、
つ
れ
な
い
。
ふ
の
工
う

G
F、
な
る
取
り
披
い
日
井

ν

る
一
り
は
ど
う
し
て
か

J

ぷ
の
け
人
な
る
取
り
岐
い
こ
そ
が
十
一
勺
化
さ
れ
て
い
な
い
し
、

一
円
反
論
す
る
の

、

、

、

、

、

、

こ
れ
に
対
す
一
る
日
々
反
論
と
、
ν

て
は
、
異
な
る
社
会
的
闘
に
え
に
異
な
る
法
規
副
！
？
適
用
さ
れ
る
の
は
快
だ
と
寸
れ
や
は
、

、
、
、

故
障
二
十
川
被
ζ

が
川
小
ハ
な
る
社
会
的
事
君
、
で
あ
る
N

村上、

円
れ
い
的
物
の

そ
れ
に
池
川
さ
れ
る
法
規
範
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
ハ

一
は
い
換
え
れ
は
、

ドf、，ti子買が，；J；こおけ匂ツl

以
王
ハ
な
る
取
り
悦

ν
の
t
t
心
一
化
と
し
て
は
、
故
障
と
い
人
殺
乙
は
異
な
る
か
ら
だ
、
と
い
う
J

と
に
ぶ
さ
る
、

ζ

ー
斗
々
以
前
で
き
る
の
で
あ

、
、
、
、

そ
れ
だ
か
ら
戸
」
そ
、
以
降
に
泡
別
手
れ
る
担
保
斉
汗
と
、
大
破
に
泊
川
刑
さ
れ
る
一
般
給
吋
障
害
債
務
不
桜
一

U

4は
、
別
の

法
制
度
と
L
C
、
ー
l
h
法
占
は
同
v？
と
沢
づ
け
よ
一
／
〕
し
た
す
〉
L
h
b
h
）
？
ー
ー
ヨ
別
さ
れ
て
立
法
、
子
れ
て
い
る
の

引
取
呪
と
の
い
別
の
何
年

こ
の
位
、
自
宅
詑
L

訂
利
一
人
間
削
ぐ
り
小
次
の
論
理
で
J
F
r

る

つ
ま
り
、
浪
批
あ
る
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
場
合
と
、
日
約
物
が
減

止
へ
「
る
場
合
と
て
は
、
川
戸
川
別
？
？
凶
凝
ん
弘
山
川
，
人
口
が
あ
る
、
？
と
ご

YJO
つ
ま
り
、
廃
中
川
し
な
け
ノ
れ
日
之
ら
な
い
は
ど
す
し
く
ぷ
押
し
た
白

動
車
が
E
I
き
波
さ
れ
た
J
さ
は
、
ー
れ
は
、
殺
が
為
ゐ
白
動
車
か
rJ
き
し
液
さ
れ
た
、
と
も
認
め
ら
れ
工
ム
ノ
、
し
か
し
、
そ
の
工
ユ
ノ
ヘ
ホ

、、

し
て
の
価
値
、
い
か
な
い
の
だ
か
ら
、
自
助
京
と
し
て
は
滅
失
）
て
い
る
、
と
認
め
る
べ
き
か
も
V

J

れ
な
い
か
ら

あ 白
るJiiliJJ 

」
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し
か
し
、
一
一
れ
に
対
し
て
ぽ
、

拘
崎
市
責
勺
ー
の
発
作
の
む
川
は
判
判
断
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、

以
別
ぽ
叫
出
抑
一
し
は
は
い
、

引
品
川
し
の
今
判
川
で
、

と
真
勺
一
川
け
か
ら
反
論
さ
れ
て
い

と
百
う
の
て
ゐ
る

F

引
き
筏
竺
一
九
一
七
浪
焼
あ
る
jF一討
中
心
市
場
価
情
か
ん
く
虹
く
て
も
、
引
き
市
比
さ
れ
て
い
る
以
－
、

ι 
日川

三
｝
L

れ
は
川
山
一
件
前
の
減
バ
へ
と
は
異
な
旬
、

ιhド
た
は
仔
が
牛
じ
る
、

一
に
も
そ
も
十
引
の
』
主
F
i

町
一
一
一
十
一
店
一
口
ー
す
人
生
す
る
L
C

い
そ
也
市
日

ι、
目
的
物
が
減
F

ノ
γ
λ
ω

〈
設
は
、

三
つ
一
い
…
に

出
来
し
て
川
る
そ
こ
亡
、

L
し、

バ
め
り
h
J
J
Z

い
時
疋
均
、

つ
ま
り

e

ド
的
初
日
代
一
位
不
円
能
y
へ
は
代
物
不
円
能
で

あ
る
と
さ
に
限
ヮ
て
、

l
的
吻
口
減
史
は
不
能
と
許
日
さ
h
、
一
一
れ
り
札
｛
U

N

目
立
ハ
川
町
能
行
止
は
日
物
川
能
た
特
定
物
心
持
矢
口
f

川ーばか［小

4
h
』♂－
v
Jぷ
い
、

f

い
F
1
J

不
お
枇
〈
（
ち
忌
手
作

ιす
る
解
松
を
採
？
ぞ

tdで
あ
れ
ば
、
こ
二
三
市
川

4
4
屑
一
も
r

じ
る
余
地
ア
ベ
、
な
る
了
｝
に

し
か
し
日
主
点
，

U
Rイ
心

H
的
物
一
減
L

午、川、

l
l
J
T
C特
止
符
か
不
代
押
収
か
守
ピ
町
わ
ず
に
｜
｜
給
付
心
不
能
の
典
出
γ
よ
め
っ

f
1
、
与
佼

一とかげ
U

、
不
山
花
祝
ん
J
J

山
休
J
ど
終
了
ι
f
J
L
匂
解
釈
は
保
つ
れ

ー
も
新
債
務
法
ω

E

あ
り
絞
け
る
こ
と
が
改
正
資
料
か
ら
も
別
一

J

か

一、
I
J
ヘ
ら
い
υ

k羊z
与よ

，＿～ 

＇ν 

特
定
物
売
買
に
お
い
て
取
抗
為
る
円
的
物
が
引
き
－
は
き
れ
七
と
き
は
、

川
〈
工
凶
行
日
ぷ
と
し
て
の
代
物
語
求
刊
J

U

］
的
物
rn
代以
prH

松
一
4
2
5
4
－
v
z
r
vん
は
代
物
町
能
一
2
主
主
主
主
で
め
る
こ

l
y支
店
門
と
7

て
ー
認
め
ら
れ
る
、

と
い
う
よ
人
批
が
多
数
を
占
め
る
に
従
い
、

、

山
、
照
一
昨
山
お
る
特
定
的
占
（
U

G
彼
切
伎
に
代
物
苛
ぷ
が
認
め
ら
れ
る
（
U

で
あ
れ
ば
、

、

の
存
自
主
知
っ
た
と
き
は
、
引
渡
前
に
恥
い

の 二
clj' －つ
情り

で問
日貝

液 1)』

J了起
'' －ミ

-c れ
に

料、同一九
J

つ
ま
灯
、
第

川
目
院
な
の
で
は
な
い
か
c

弟

、
、

取
抗
あ
る
ね
ん
止
物
店
引
き
一
は
さ
れ
た
ζ

き
に
代
初
請
求
が
認
め
L

れ
る
の
℃
あ
れ
ば
、
特
J
H
～
物
が
引
円
だ
が
に
減
矢
1

J

た
と
き
も
代
物
市
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い
ぶ
か
汀
能
う
ほ
ん
ら
℃
は
な
レ
か
一

そ
の
レ
日
f
Jれ
の
間
人
垣
に
「
J

W

て
も
、
汁
む
説
は
少
数
に
留
ま

J

て
い
る
ー

グ
一
、

〆
、
A

〆

L
b
I
 

州
杭
早
円
高

ム
ノ
ド
、
立
へ
以
7

泣
こh
1 心
1ご Fモ
イ l向

zヘノ ヰ佑

新丈
干び〉

務仇
7去、

出ト1

十］可 1

4色ノ

さ翌； .R, 
，，.子＇＂
之詩
句、！

押 ii、

刊与
liK i 
' j 勺

王百
' i 一

巻弓
Ti 才
誌の

」白
書E
体
'" 
C！~ 

＂に
干7

?, £ 
1 革、

一二
t
T
O
U
？っ

EAHJ
一
ノ！？】山口

l
f
l
一
7
つ

向
九
二
円
ノ
ム
ハ
fh

代
物
一
司
E
Z

を
い
水
め
る
こ
／
法
、
す
～

γ
る
～
午
人
挟
（
M
4
2
2
2
一
を
求
め
る
亡
三
と
の
り

e

父
投
」

μ

一
支
え
る
刀
が
常
川
正
し

－qコ）て
は
ん
γ
J
4
V
い
ノ
ロ
幼
い
馬
ぬ
ん

1
E
L
治
ヘ
ド
／
二
一
ノ
ニ
へ
い
丸
山
品
、
泊
弘
一
持
産
開
局
人
U
U
川門川
l
p

い
れ
ー
を
め
ぐ
あ
比
ー
一
一
山
山
川
六
右
二
ワ
一
C
Cア

六
九
員

t
L

九｛
h
去年郎、い

L

か
L

、
川
イ
法
で
は
「
代
物
へ
F

F

X

N
）L

と
守
、
換
一
つ
－
2
一2
7）
を
区
別
せ
ず
山
川
一
設
に
μ
ハ
い
Q
一例守∞一

足
去
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